
ま
ず
市
民
税
関
係
の
改
正
に
反

対
で
あ
る
。

地
方
法
人
税
を
創
設
し
、
そ
れ

を
国
が
徴
収
す
る
も
の
だ
が
、
そ

の
４
・
４
％
の
税
源
は
、
従
来
の

市
民
税
か
ら
２
．
６
％
、
県
民
税

か
ら
１
・
８
％
を
取
っ
て
確
保
す

る
。何

の
こ
と
は
な
い
、
地
方
自
治

体
の
自
主
財
源
を
奪
い
国
税
化

し
、
今
後
の
地
方
交
付
税
の
財
源

に
す
る
も
の
だ
。
こ
れ
は
弱
小
自

治
体
い
じ
め
の
改
正
案
で
あ
り
、

市
独
自
の
財
源
を
国
の
ヒ
モ
つ
き

化
す
る
改
正
に
誰
が
賛
成
で
き
よ

う
。
軽
自
動
車
税
の
大
幅
引
き
上

げ
の
改
正
に
も
反
対
で
あ
る
。
地

方
の
住
民
に
と
っ
て
、
軽
自
動
車

や
原
付
バ
イ
ク
、
耕
耘
機
の
税
金

が
上
が
る
の
は
死
活
問
題
に
等
し

い
。
弱
い
も
の
か
ら
ば
か
り
税
金

を
取
る
こ
の
よ
う
な
改
悪
案
を
な

ぜ
市
は
、
国
に
無
批
判
に
出
し
て

く
る
の
か
。
こ
れ
ら
は
市
町
村
税

な
の
だ
か
ら
、
市
は
引
き
上
げ
を

し
な
い
決
断
が
で
き
る
の
だ
。
そ

し
て
も
っ
と
国
に
意
見
を
言
う
べ

き
で
あ
る
。

市
民
生
活
を
守
る
市
政
を
望

む
。今

回
の
改
正
は
、
地
方
法
人
税

の
創
設
に
伴
い
、
法
人
市
民
税
法

人
割
の
税
率
改
正
を
行
う
も
の
で

あ
る
。

法
人
市
民
税
・
県
民
税
を
４
・

４
％
下
げ
て
、
地
方
法
人
税
と
し

て
国
が
創
設
・
賦
課
し
、
地
方
交

付
税
の
原
資
に
充
て
る
も
の
で
あ

る
。
軽
自
動
車
税
の
引
上
げ
に

つ
い
て
は
、
軽
自
動
車
の
重
量
や

価
格
で
は
、
小
型
乗
用
車
を
大
き

く
上
回
る
車
種
も
あ
る
が
、
税
額

は
、
小
型
車
に
比
較
し
て
低
額
に

な
っ
て
い
る
。
軽
自
動
車
１
台
で

小
型
乗
用
車
が
２
台
買
え
る
位
の

豪
華
な
車
も
あ
る
。
税
額
を
比

較
す
る
と
、
自
家
用
小
型
乗
用
車

は
、
２
９
５
０
０
円
、
豪
華
な
軽

自
動
車
が
７
２
０
０
円
で
あ
り
、

小
型
車
の
４
分
の
１
の
安
さ
で
あ

る
。
小
型
自
動
車
と
の
税
負
担
の

格
差
は
、
縮
小
さ
れ
る
べ
き
と
い

う
考
え
方
を
踏
ま
え
、
今
回
の
軽

自
動
車
税
引
上
げ
に
つ
い
て
は
、

必
要
な
措
置
と
考
え
る
。

ま
た
、重
課
税
に
つ
い
て
は
、環

境
に
負
荷
を
与
え
な
い
よ
う
、
Ｃ

Ｏ
２
を
減
ら
し
グ
リ
ー
ン
化
を
進

め
る
観
点
か
ら
、
新
し
く
創
設
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
新
車
購
入
か

ら
平
成
28
年
度
以
降
に
お
い
て
14

年
経
過
す
る
車
に
課
税
す
る
も
の

で
あ
る
。
い
ず
れ
の
税
収
も
飛
騨

市
に
と
っ
て
貴
重
な
自
主
財
源
で

あ
り
、一
般
財
源
化
し
、広
く
有
効

に
使
う
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
そ

の
他
の
改
正
内
容
に
つ
い
て
も
、

納
税
者
の
課
税
特
例
の
延
長
な
ど

優
遇
措
置
と
し
て
必
要
な
も
の
で

あ
り
、賛
成
す
る
。
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恵
美
子
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飛
騨
市
税
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

賛
成
討
論

討
　
論

い
ま
、
市
内
の
山
を
見
渡
す
と
、

枯
れ
て
し
ま
っ
た
哀
れ
な
ナ
ラ
、

そ
し
て
葉
を
食
べ
ら
れ
て
し
ま
っ

た
サ
ク
ラ
・
ケ
ヤ
キ
等
、
裸
同
然

に
近
い
樹
木
が
目
に
つ
く
。

ナ
ラ
の
木
は
こ
こ
数
年
、
カ
シ

ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
の
大
発
生
に

よ
り
枯
死
さ
せ
ら
れ
た
。

ま
た
、
マ
イ
マ
イ
ガ
が
異
常
発

生
し
た
た
め
、
毛
虫
が
糸
を
操
り

巧
み
に
風
に
乗
り
、
市
内
の
各
地

に
落
下
傘
で
降
り
る
ご
と
く
、
散

ら
ば
り
、
手
当
た
り
次
第
、
木
の
葉

を
食
い
尽
く
し
た
。

飛
騨
市
は
93
％
が
山
林
で
あ

り
、
多
く
の
悲
惨
な
山
を
見
る
と

寂
し
さ
を
感
じ
る
。

こ
れ
ら
の
異
常
な
状
況
は
、
地

球
温
暖
化
に
よ
っ
て
お
こ
る
の

か
、
は
た
ま
た
他
の
原
因
で
起
き

る
の
か
は
定
か
で
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
飛
騨
市
が

大
い
に
誇
る
こ
と
が
で
き
る
自

然
を
次
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
は
、

私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
何
を
す
べ
き

か
、
自
分
の
や
っ
て
い
る
こ
と
は

本
当
に
い
い
の
か
、
い
ま
一
度
、
考

え
て
み
た
い
。

�

（
森
下　

真
次
）

編
集
後
記

７
月
10
日
か
ら
30
日
に
か
け

て
飛
騨
市
の
平
成
25
年
度
会
計

の
決
算
審
査
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。議

会
で
は
天
木
幸
男
議
員
が

監
査
委
員
と
し
て
出
席
し
ま
し

た
。７

月
17
日
、
古
川
国
府
給
食

セ
ン
タ
ー
利
用
組
合
臨
時
議
会

が
開
催
さ
れ
、
監
査
委
員
の
選

任
と
指
定
金
融
機
関
の
指
定
が

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

当
議
会
か
ら
、
内
海
良
郎
議

員
、
谷
口
充
希
子
議
員
、
森
下
真

次
議
員
が
当
セ
ン
タ
ー
議
員
と

し
て
出
席
し
ま
し
た
。

７
月
30
日
、高
山
市
に
お
い
て

飛
騨
農
業
共
済
事
務
組
合
臨
時

議
会
が
開
催
さ
れ
、
上
程
さ
れ
た

議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

菅
沼
明
彦
議
長
、
中
嶋
国
則

議
員
の
２
名
が
、
市
議
会
か
ら

農
業
共
済
議
会
の
議
員
と
し
て

出
席
し
て
い
ま
す
。

各
種
委
員
等

�

と
し
て
の
活
動

決 

算 

審 

査

古
川
国
府
給
食
セ
ン
タ
ー

 

利
用
組
合
議
会

飛
騨
農
業
共
済

 

事
務
組
合
議
会


